
日 曜 学　　校　　行　　事  

1 日

2 月

3 火 文化の日

4 水

5 木

6 金 運動会準備

7 土 運動会
8 日

9 月 代休

10 火 運動会予備日　ドッジビー週間

11 水 社会見学２年(消防署)

12 木

13 金 桜宮高校サッカー５年

14 土

15 日

16 月 クリーン週間(～20)

17 火

18 水 スエンウコン　ラグビー学習５年

19 木 全学年５時間授業

20 金 クリーン作戦

21 土 なかのフェスティバル（地域）

22 日

23 月 勤労感謝の日

24 火 全学年５時間授業

25 水 社会見学３年(警察署)

26 木

27 金

28 土 学習発表会
29 日

30 月 代休

2 水 経年調査

3 木 経年調査　（予備日4日）

8 火 交通安全指導

9 水 スエンウコン

16 水 個人懇談会

17 木 個人懇談会

18 金 個人懇談会

21 月 個人懇談会

22 火 個人懇談会予備日(４時間授業)

23 水
給食終了
終業式（４時間授業）

24 木 冬季休業

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

主な１２月の学校行事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なかのだより 

大阪市立中野小学校 ℡ 06-6352-3258 

 

１１月号 

令和８年１１月２日 

◆校訓◆  

正しく 明るく たくましく 

 先日、6 年生が広島へ修学旅行に行ってきました。6 年生の子ども

たちにとっては小学校生活の中で思い出深い行事の一つになったこ

とと思います。 

 現在大阪市で、広島に修学旅行に行く小学校は、伊勢・志摩方面

に行く学校と比べるとそれほど多くはありませんが、私はかつてある

人から「日本で暮らしているなら、一度は広島の地を訪れてほしい」

と話されたことがあります。また、「修学旅行等で訪れなければ、一生

広島の地を訪れない人もいるのでは…」とも話されていました。 

私自身、子どものころに修学旅行で広島を訪れたことはなく、大人

になってから初めて広島を訪れたのですが、本当に衝撃を受けまし

た。平和記念資料館での展示や、人々の証言、思いなどから戦争や

原爆の悲惨さを目の当たりにし、涙が止まりませんでした。 

6年生の平和学習の冒頭に私は子どもたちに 

「教科書やインターネットで戦争や原爆のこと、平和についてなどたく

さんの知識を得ることはできますが、広島の地でみんなに大切にして

ほしいこと、それは「感じる」ということてす。」 

というお話をしました。 

実際、平和記念資料館等の見学では、無心に資料や展示物に見

入っている子どもたちの姿が随所で見られました。 

日本の子どもたちにとって、戦争とは遠い場所での話に思えるかも

しれません。しかし、日々の生活の中で、ルールを守らないことや、相

手をいたわる気持ちを持たず、自分本位な身勝手な言動というもの

がトラブルやけんかの発端になっていることが多いのではないかと思

います。国同士の争いも、こういったところから始まっているような気

がします。 

6 年生が広島への修学旅行で学んだこと、感じたこと、考えたこと

は、29 日(木)に行われた「平和報告会」で全校児童にメッセージと

して届けています。子どもたちは戦争や平和ということについて、どう

いう思いや考えをもってくれたでしょうか。 

最後に、毎年 8 月に広島で行われる平和祈念式典で、広島の  

6 年生代表児童が「平和への誓い」を読み上げます。その一部を掲

載させていただきます。 

   

 「相手の気持ちを想像し、意見の違いがあっても認め、受け止める

こと。平和への思いを、自分なりの方法で表現すること。一人一人

の小さな行動が、平和への後押しとなります。」 

 「一人一人が相手の考えに寄り添い、思いやりの心で話し合うこと

ができれば、傷つき、悲しい思いをする人がいなくなるはずです。周

りの人たちのために、ほんの少し行動することが、いずれ世界の平

和につながるのではないでしょうか。」 

「平和とは、誰かからあたえられるものでなく、世界中の人々で創り上

げるものです。子どもである私たちも、その一員として平和への一

歩を踏み出します。かけがえのない「大切なもの」を、確かな希望

を、未来へ届けるために。」 

“ヒロシマ”で何を感じ、何を考えた？ 

 

 

 

１２月１６日（水）～２１日（月）個人懇談です。 

１１月初旬にご予定を聞かせていただきますので、 

ご回答よろしくお願いします。 

 

お知らせ 


